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今月は、市民税の第2期と

保険税の第3期を納める月で

す。

忘れないうちに納入しておき

ましょう。
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こ
こ
を
と
じ
て
く
た
さ
い
〉

-昭和33年4月22日第三種郵便物認可・毎月3回1臼.10日.20日発行冒定価1部5円

・発行所大村市役所・編集人総務課長南野鹿松園印刷所つじ印刷所

Q 

も書いてね、国勢調査、ぼく忘れずに

国勢調査は5年ごとに行なわれます。昭和35年仁行なわれた国勢調査
のときは、日本の人口は、約 93 4 2万人でした O それから5年たつ
た現在の人口を調べる新しい国勢調査が10月1日行なわれます。

型呼

-

H

夏

の

つ

か

れ

を

一

一

回

復

す

る

H

一

一
新
涼
、
残
暑
、
台
風
と
九
月
一

一
の
天
候
は
ま
だ
ま
だ
治
ち
っ
-

-
か
な
い
も
の
で
す
が
、
雲
の
U

一
ゆ
き
か
い
や
草
木
の
た
だ
守
一

一
ま
い
に
は
日
ま
し
に
秋
の
気
一

一
配
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
す
。
一

一
仕
事
も
猛
暑
の
八
月
に
く
ら
-

一
べ
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
能
率
も
上
一

一

っ

て

き

ま

し

ょ

う

。

一

一
一
方
、
こ
の
月
は
老
人
の
日
一

-
ゃ
秋
分
の
日
な
ど
の
行
事
が
一

一
あ
り
な
に
か
と
せ
わ
し
い
月
↑

-

で

す

。

一

一
し
か
し
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
一

一
と
は
暑
さ
で
い
た
め
つ
け
ら
一

-
れ
た
体
力
を
十
分
回
復
さ
せ
一

一

る

こ

と

で

す

.

自

一
涼
一
周
と
と
も
に
新
鮮
で
沿
い
一

一
し
い
果
物
や
野
菜
が
た
く
さ
4

-
ん
出
回
り
ま
す
し
.
魚
類
も
一

一
沿
い
し
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
一

~
た
っ
ぷ
り
召
上
っ
て
夏
の
つ
↑

一
か
れ
を
と
h
y
も
ど
す
こ
と
が
い

一

か

ん

じ

ん

で

す

.

岨



(%) 

自
動
車
・
バ
イ
ク
に
乗
る
人
は

必
ず
講
習
を
う
け
古
高
し
よ
う

り

期 日 (場 所

14日 萱瀬公民館

15日 福重小学校

17日 鈴田中体育館

18日 諏訪公民館

21日 中央公民館

22日 λγ 11 

23日 松原小学校

24日 上久原公民館

大村市政だよ

※時聞はし、ずれも午後7時

30分からです。

※竹佐三浦地区はすでに実

施ずみです。

長
崎
県
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
公
募

昭和甥年4月22日第三種郵便物認可

第
十
回
長
崎
県
美
術
展
覧
会

が
次
の
と
告

D
開
催
さ
れ
ま
す

マ
会
場
と
期
日

-
長
崎
県
美
術
博
物
館

十
一
月
十
二
日

1
十
八
日

.
佐
世
保
市
王
屋
デ
パ
ー
ト

十
一
月
二
十
一

日
1二
十
八
日

マ
出
品
作
品
の
部
門
と
体
裁

洋
画
・
版
画
部

額
装
と
し
百
号
以
内

日
本
画
部

額
装
、

枠
張
b
扉
風
と
し

縦
二
百
十
セ
ン
チ
横
百
八

十
セ
ン
チ
以
内

商
業
デ
ザ
イ
ン
部

昭和40年9月10日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
日

間
実
施
さ
れ
ま
す
.

や
互
が
注
意
し
あ
っ
て
交
通

事
故
の
な
い
明
る

い
大
村
市

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
し
い
法
規
に
よ
る

運
転
者
講
習
会
が
上
表
の
通

b
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
心
者
3

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

り
と
す
る
。

カ
ラ
ー
に
限

り
四
ツ
切
程
度
と
し
額
装

し
で
も
よ
い

工
芸
部
重
量
五
百
キ

ロ
以
内

彫
塑
部
重
量
五
百
キ

ロ
以
内

ム
出
品
資
格
者

県
内
居
住
者
で
満
r

十
六
才
以

上
の
も
の

半
械
以
上
枠
張
b
と
す
る

(
既
存
商
庖
商
品
の
作
品

は
除
く
)

南
画
部
条
巾
本
表
装
又
は
枠
張
り

と
し
縦
も
の
は
巾
九
十
セ

ン
チ
高
さ
二
百
四
十
セ
ン

チ
以
内

書

道

部

マ

仕
品
点
数
及
制
限

条
巾
本
表
装
、文
は
枠
張
b

各
部
一
人
三
点
以
内
と
し
自

縦
も
の
巾
九
十
セ
ン
チ
高
作
未
発
表
の
も
の
に
限
る

さ
二
百
四
十
セ
ン
チ
横
も
マ
手
数
料

の
巾
百
六
十
五
セ
ン
チ
高
一
点
に
つ
き
二
百
円

さ
七
十
セ
ン
チ
以
内
な
む
大
村
市
教
育
委
員
会
へ

写

真

部

十

月

二

十

日

ま
で
に
申
し
込

半
切
以
上
全
紙
以
下
枠
張

み
く
だ
さ
い
.

ノ

'
一
般
病
床
幻
と
渡
廊
下
を
新
設

こ
ん
ど
市
万
病
院
に
新
し
く
一
般
病
棟
(
貯
床
)
が
設
け
ら
れ
、
渡
り
廊
下
も
で
き
よh
し

た
。
こ
の
渡
り
廊
下
の
総
工
費
1
約
前

万

円

。

(
川町寸莫
日
新
設
さ
れ
た
渡
廊
下
〉

離
主主居芝• 亡湾

事転
問職
査
な
を刊
行 3二

三通
-r 言実
いと
・る-

6 

す

(

三

浦

)

原

秀

雄

(
鈴
田
)
村
林
利
美

(
大
村
)

杉
本
茂
利

(
西
大
村
)
山
田
政
喜

(
竹
松
)
平
地
末
太
郎

(
萱
瀬
上
)
西
川
定

ハ
萱
瀬
下
)
前
田
竹
次

(

福

重

)

内

田

勝

ハ
松
原
)

(
開
拓
)

農
業
委
員
会
で
は
、
現
在
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
、

離
農
、
転
職
を
希
望
し
た

b

農
閑
期
を
利
用
し

て
出
稼
を

し
た
い
と
か
ま
た
海
外
移
住

を
希
望
す
る
人
の
相
談
に
応

じ
る
こ
と
に
な
b
ま
し
た
。

市
内
に
下
記
の
と
治
h
y
十
名

の
連
絡
員
一
か
い
ま
す
の

で
気

軽
る
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
語
、
連
絡
員
を
通
じ
て
、

離
農
転
職
出
稼
海
外
移
住
希

望
調
査
一
も
行
な
っ
て
い
ま
す

陰
平
重
雄

山
添
一
男



十
月
一
日
は

国
勢
調
査
の
日
で
す

昭和40年9月10月

も
れ
な
く
調
査
票
に

記
入
し
ま
し
ょ
う

今
年
の
十
月
一
日
に
は
、

全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調

査
は
、
圏
内
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て

ひ
と
り
ひ
と

b
を
も
れ
な
く

調
査
す
る
き
わ
め
て
大
規
模

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

友
国
の
も
っ
と
も
基
本
的
な

統
計
調
査
で
す
。
こ
れ
は
全

国
は
も
ち
ろ
ん
都
道
府
県
、

市
町
村
ご
と
の
人
口
の
大
き

き
ゃ
男
女
、
年
令
、
職
業
な

ど
の
人
口
の
構
成
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
五
年
ご
と
に
行

jヘ

な
わ
れ
て
い
ま
す
.
今
回
は

大
正
九
年
の
第
一
回
以
来
、

ち
工
う
ど
十
回
目
に
あ
た

b

ま
す
。

交
通
安
全
の
映
画
会

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会
で

は
つ
ぎ
の
と
語
り
映
画
会
を

行
な
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
に
は
国
勢
調
査
の

調
査
員
が
長
伺
い
し
て
調
査

票
へ
の
記
入
を
告
ね
が
い
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
-一
三
浦
幼
稚
園

こ
の
調
査
を
完
全
に
実
施
す
一
一
鈴
田
中
体
育
館

る
た
め
巴
市
民
皆
様
の
ご
理
一
中
央
公
民
館

解
と
ご
協
力
を
治
願
い
し
ま

.
I
l
l
i
-
-

※
時
間
は
午
後
7
時
か
ら
※
他
の

す。

地
区
は
次
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す

9
月
日
日

9
月
日
日

9
月
初
日

I

l

-

-

国
勢
調
査
懸
賞

|

|
大
村
市
の
人
口
は
何
人
で
し
ょ
う
か

豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射

豚
ヨ
レ
ラ
予
防
注
射
を
行

な
い
ま
す
.
六
カ
月
以
内
に

予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

豚
を
飼
っ
て
告
ら
れ
る
方
は

農
協
支
所
に
申
出
し
て
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
国
勢
調
査
が
行
な
十
五
大
村
市
役
所
国
勢
調

わ
れ
る
の
を
機
会
に
、
十
月
査
懸
賞
募
集
係

一
日
現
在
の
大
村
市
常
住
人
マ
締
切
昭
和
四
十
年
十
月
一

口
を
予
想
す
る
懸
賞
募
集
を
日
(
同
日
付
消
印
有
効
)

行

な

い

ま

す

.

マ

発

表

審

査

は

、

十

二

月

末

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
で
に
総
理
府
統
計
局
で
公

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方
表
さ
れ
る
人
口
概
数
に
的
中

な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
な
い
し
は
最
も
近
い
も
の
を

マ
応
募
要
領
官
制
ハ
ガ
キ
に
正
解
と
し
、
正
解
者
多
数
の

答
を
一
つ
書
き
本
人
の
住
所
場
合
は
抽
せ
ん
と
い
た
し
ま

氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
す
。

す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
答
マ
賞
金
な
ら
び
に
賞
品

と
な
る
数
字
の
訂
正
は
無
効
一
等
一
名
三
千
円
と
副
賞

で

す

.

二

等

二

名

一

千

円

と

副

賞

マ

送

り

先

三

等

十

名

記

念

品

大村市政だよ( 3 ) 

大
村
市
玖
島
郷
二

(各年国勢調査〕

56.851人

56， 18 L人
61.230人

59.498人

?人

※イ也の地区は:欠号でおしらせします

注射手数料

仔豚 (20K9以下)=60円

親豚(2 OK9以上)= 11 0円

1 6日

9月20日21日22日

一一大村市の人口

昭和 22年

11 2 5 11 

9月13日

9月15日

グ 30 11 

ノ'13 5 11 

114011 

9月15日は「としより

の日」。この日から「老

人福祉週間Jがはじま b
ます。

事三

い
い
こ
と

き
ょ
う
一
日
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
権
は

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
に

お
ま
か
せ
し
ま
し
ょ
う
ね

|
|
せ
め
て
、
こ
の
く
ら
い
の

サ
ー
ビ
ス
を
ー
ー

豊
か
な
人
生
経
騒
を
へ
て
き
た

お
と
し
よ
り
を
敬
い
、
理
解
し

ま
し
ょ
う
。
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お
し
ら
せ
コ

ー

ナ

ー

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
相
談

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

乳
児
の
健
康
相
談
を
つ
ぎ

の
と
ゐ
り
実
施
し
ま
す
の
で

該
当
児
は
も
れ
な
く
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
の
目
的

①
小
児
科
の
専
門
医
師
が
、

家
庭
で
き
す
か
な
い
病
気

の
発
見
を
し
ま
す
。

②
疾
患
児
に
は
療
養
の
指
導

を
行
左
い
ま
す
。

③
適
切
な
育
児
方
法
の
指
導

を
行
、な
い
ま
す
。

④
優
秀
な
赤
ち
ゃ
ん
や
‘
育

児
の
努
力
が
著
し

い
治
母

さ
ん
を
選
出
し
表
彰
も
行

な
い
ま
す
。

程

期 日 |場所

9月14日 l松原公民館
9月16日 | 鈴田出張所
9月17日 |福重出張所
9月20日 | 中央公民館
9月21日 | 市立病院
9月22日 | 古町公民館
9月24日 1 竹松本町公民館

10月 4日 ! 市役所

10月 5日 | 宮小路公民館

10月 6日 ! 三浦幼稚園
10月 7日 i 萱瀬出張所
10月 8日 | 詰訪公民館

泳-受付は1時から211寺まで
※検診は11時30分から3時30分まで

日

相
談
医
医
師
会
の

田
川
先
生
、
国

立
病
院
の
田
崎
先
生
、
市

立
病
院
の
出
口
先
生
の
い

十
れ
か
が
担
当
し
ま
す
。

該
当
児
昭
和
三
十
九
年
八
月
一
日

か
ら
四
十
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
及

び
疾
患
で
診
察
を
希
望
す

る
六
才
未
満
の
幼
児

な
お
料
金
は
い
り
ま
せ

ん
が
、
母
子
手
帳
を
必
守

持
参
し
て
く
だ
さ
い
九
月

の
定
例
母
子
検
診
は
と
D

や
め
ま
す
。

|

|
諸
車
一
方
交
通
l
ー

ー

道
路
舗
装
補
修
工
事
の
た

め
つ
ぎ
の
と
治
り
交
通
制

限

(
一
方
交
通
)
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

区
間
県
道
大
村
空
港
線

(
松
並
四
差
路
j

県
自
動
車
試
験
場

附
近
)

十
一
月
十
四
日
ま

で

期
限

市-
営・

入・住・
居・宅-
者・の・
を・
募・
集・

市
営
小
路
口
住
宅
二
十
戸

(
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
)

が
ま
も
な
く
で
き
上
り
ま
す

の
で
入
居
者
を
つ
ぎ

の
要
領

で
公
募
し
ま
す
。

家
賃
二
千

三
百
五
十
円
で
間
ど
り
は
六

帖
と
四
・
五
帖
の
二
聞
で
す

マ
入
居
者
資
格
住
宅
に
困

っ
て
い
る
人
で
、
つ
ぎ
の

条
件
を
そ
な
え
て
い
る
人

制
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

を
有
し
、
所
定
の
家
賃
、

，Lf
 

!Yグ前t{0l開5語ら j 
i 通信教育とは i 
( 従来はいろいろな講義録が発行さ i
! れて通信教育といろことばがつか;

1 われていたが、新教育の もとでは i
i 学校教育法に もと十いて大学、高 j
校などが直接学校教育をうけられ :

! ない人を対象として通信教育をほ i
j どこすようになった。通信教育に i
守 は大学、 高校の課程を履修させる!

i もの、 教員免許法にもと守いて教 i
i職関係の各種免許状を授けるため j
t のもの、さらに社会教育法にもと!

歩いて一般社会人に技術、 教養を i
i 授ける ものの三種がある。また- ~ 

!定期聞の面接授業をうけることが 1
iでき、 宿題の指導をうけられる。 i
j 最後に認定試験に合格すればその ;

!高校、 大学を卒業したものと同 じi
i 資格があたえられる。 i 

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

す
る
こ
と
。

納
入
居
を
希
望
す
る
者

(同

居
親
族
の
収
入
も
合
算
す

る
)
の
三
十
九
年
九
月
か

ら
四
十
年
八
月
ま
で
の
総

収
入
が
つ

ぎ
の
額
を
超
え

な
い
こ
と
。

刊
現
に
同
居
し
、

ま
た
は、

年間総収入額

330，000円

360，000円

~90 ， 000円

420，000円

450，000円

480，000円

扶養親族数

O人

1人

2人

3人

4人

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

(
未
届
の
妻
を
含
む
)
が

あ
る

こ
と
。

5人

マ
公
募
期
間

九
月
十
四
日
か
ら
九
月
二
十

一
日
ま
で

マ
申
込
場
所

市
民
課
又
は
各
出
張
所

マ
抽
せ
ん
の
日
時
と
場
所

九
月
二
十
四
日
午
前
九
時

大
村
市
役
所

く
わ
し
い
こ
と

は
市
の
建
築

課

へ
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い

ー

!
交
通
止

長
崎
送
水
導
水
管
布
設
工

事
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
治

h
y
交
通
止
と
な
り
ま
す
。

個
所
県
道
大
村
鹿
島
線

の
中
清
橋

・
横
川
橋

理
土
橋
・
松
伏
谷
橋

川
久
保
橋

・
古
田
橋

久
良
原
橋

・
観
音
橋

期
間

・
九
月
，十
四
日
か
ら

十
月
十
五
日
ま
で

午
後
八
時
よ

b

午
前
六
時
ま
で

時
間

通
知
の
あ
っ
た
方
は
必
ず
精
密
検
査
を

八
月
中
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
を

使
っ
て
行
な
っ
た
結
核
健
康

診
断
の
結
果
が
わ
か
り
ま
し

た
の
で
必
十
精
密
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

九
月
中
句
ご
ろ
ま
で
に
通
知

の
左
い
方
は
異
状
の
な
い
方

で
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
.

一‘


